
Ｑ18 事前に生徒の実態を把握するポイントは？ 

Ａ  「学習の定着度（知識・技能）」、「課題に対する

見方・考え方（思考・判断・表現）」、「単元に関す

る興味（主体的に学習に取り組む態度）」など、評

価の観点を踏まえ、それぞれに応じた方法を準備

することが大切です。 

＜小中高の系統性について＞ 

〇 各教科の学びとともに，小学校・中学校・高等学校の学びも生徒の中でつながるよう

にする必要があります。小学校や下学年での指導内容を明確にしていきましょう。 
 
＜家庭科 調理実習の例＞ 

〇 各校種の学習指導要領より 

 

 

 

 

〇 アンケート・レディネステストなど 

・これまでの学習の定着度は・・・    ・普段の生活はどうなっているのだろう・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「何を」 「どのように」 

単元に関する既習内容の定着度やつまずき 小テスト，事前アンケート 

単元に関する興味，関心，意欲 事前アンケート 

単元の学習課題や内容に関する見方・考え方 事前アンケート，様相観察 

 

小学校に加えて，煮る調

理，焼く調理，蒸す調理 

中学校 
 

ゆでる調理，炒める調

理，ご飯とみそ汁の調理 

小学校 
 

調理方法や使用する食品が 

さらに広がる 

高等学校 

 

参考文献 『魅力あふれる授業づくり資料集』福島県教育庁南会津教育事務所（2014） 

 

学習内容の定着，つまずき，見方・考え方など 
 

興味・関心・意欲など 



 

 

 

Ｑ19 生徒の実態把握をどのように生かせばよいの

か？ 

Ａ  学習課題の難易度の設定や生徒が学習を行って

いく上で予想されるつまずきに対しての手だての

準備に生かすことができます。 

＜学習課題の難易度について＞ 

〇 把握した生徒の実態を基に，一人で調べても解決できず仲間と交流することが必要

となる難易度の学習課題を設定することが大切です。 

＜国語科（２学年）の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①アンケート実施（Google form） 
②アンケート結果を

AIで解析（無料ソフト） 

 

↓テキストマイニング（〇印と矢印は作成者によるもの） 

③解析結果をもと

に実態を把握する。 

うちの生徒は，小説を読むときに、中心的な登場人物（主人公）

の存在に着目している生徒が多いな。しかし，そのほかの登場人

物（脇役）に着目して読んでいる生徒は少ないようだ。 

④めざす生徒像と

学習の難易度を設

定する。 

中心人物だけでなく，対役や脇役にも着目して文学作品の魅力

を見出せる力を身に付けさせたい。描写に着目した読みは定着し

ているから，細やかな描写の工夫を軸にした学習ができそうだ。 

⑤教材や学習課題

を決定し、必要な

手だてを講じる。 

教材は登場人物が豊富な『走れメロス』を使おう。今，単元を

またいで小説を書く活動を進めているから，学習課題は，「登場

人物を設定するためのヒントを『走れメロス』から見出しなさ

い。」としよう。脇役の存在に着目できる生徒が少ないようだか

ら，登場人物を整理する活動は丁寧に行うべきかもしれないな。 
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